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千葉駅 駅舎・駅ビルが生まれ変わります！ 

 

 

○千葉駅 駅舎･駅ビル本館(ペリエ１)の建替えに向けて、詳細な設計を開始す

るとともに、支障物撤去などの関連工事に着手します。 

来年１月より店舗の一部閉鎖、仮通路設置の工事などでご迷惑をおかけしま

すが、ご理解とご協力をお願いいたします。 

○駅は、現在の１階から線路上空の３階に橋上化し、駅の中の各施設を分かり

やすく配置することにより、使い勝手のよい駅となります。 

○駅ビル・エキナカは、駅と一体となった魅力ある商業の展開により、駅周辺

のさらなる活性化に貢献してまいります。 

○大きく生まれ変わる千葉駅・駅ビル(約 7 万㎡、地上 7 階・地下 1 階)に、    

ご期待ください。 

 
１ 新しい駅舎 

新しい駅舎は、線路上空の３階部分に橋上化することで、東口と西口が同じフロ

アで繋がり、ゆったりとしたコンコースの中で開放感のある分かりやすい駅空間と

します。 

また、環境配慮の一環として、コンコース内にＬＥＤ照明を導入するなど CO2排出

量の削減にも努めます。 

 
２ 駅ビル・エキナカ 

駅ビル・エキナカは、千葉にお住まいの方や千葉を訪れる皆さまに楽しんでいた

だけるよう、これまでの千葉駅にない魅力的な商業空間とします。 

また、店舗に面した屋上部分を緑化庭園とし、お客さまや地域の皆さまに憩いの

場をご提供するほか、地域の文化交流にご利用いただけるホールを設けます。 

さらに、働きながら子育てをしている方をサポートするため、保育園などの子育

て支援施設を設置します。 

 
３ その他 

駅を中心とした魅力あるまちづくりに資するため、駅周辺とのネットワーク形成

などについては、千葉市と連携して取り組んでまいります。 



４ 今後の予定 

  2010 年 1 月  ： 関連工事着手（店舗一部閉鎖・撤去、駅機能一部移転等） 

詳細な設計に着手 

2011 年 1 月  ： 駅ビル（ペリエ１）閉鎖 

2015 年度   ： 駅開業予定 

2016～2017 年度： 駅ビル・エキナカ開業予定 

※現時点での計画であり、今後の検討次第では変更となる場合があります。 

 

 

 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現 状 

計画建物イメージ

【参考：千葉駅データ】 

・所在地 千葉県千葉市中央区新千葉一丁目 

・乗降人員 約 21 万人／日（2008 年度） 

・1894 年(明治 27 年) 千葉駅開業 

・1963 年(昭和 38 年) 現位置に千葉駅 駅舎・ 

駅ビルを新設(経年 46年) 
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